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４
名
の
議
員
が
一
般
質
問

４
名
の
議
員
が
一
般
質
問  

――

村
の
行
財
政
全
般
に
つ
い
て
執
行
部
に
考
え
を
聞
く
の
が
一
般
質
問
。

こ
こ
で
は
、
議
員
本
人
が
要
約
し
た
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

今後は箱物から人への施策転換を今後は箱物から人への施策転換を

村長
　
　

予
算
編
成
に
当
た
り
、
限
ら

　
　

れ
た
財
源
の
中
、
優
先
順

位
を
整
理
し
各
事
業
を
計
画
的

か
つ
適
切
に
執
行
し
て
い
き
ま

す
。
令
和
12
年
度
完
成
予
定
で
、

村
道
２-
２
号
線
・
１
０
９
５
号

線
は
道
路
改
良
工
事
を
、
村
道

１-

１
号
線
は
引
き
続
き
歩
道
整

備
を
実
施
し
ま
す
。
水
道
事
業

は
料
金
を
改
定
し
、
将
来
に
向

け
安
定
し
た
水
道
事
業
を
計
画

的
に
実
施
し
ま
す
。
ま
た
地
域

活
動
支
援
事
業
補
助
金
対
象
を

草
刈
り
等
の
事
業
に
も
追
加
し

ま
し
た
。

令和８年度一般会計予算について令和８年度一般会計予算について

問答

吉野文泰 議員吉野文泰 議員
　
　

生
活
基
盤
の
整
備
は
令
和
８

　
　

年
度
予
算
に
ど
の
よ
う
に

反
映
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

か
け
る
こ
と
は
可
能
で
し
ょ
う
か
。

問
　
　

高
齢
者
支
援
へ
の
新
た
な
取

　
　

組
が
あ
り
ま
す
か
。

　
　

高
齢
者
支
援
対
策
と
し
て
社

　
　

会
福
祉
協
議
会
が
実
施
し

て
い
る
「
バ
ト
ン
訪
問
」
で
配

食
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
者
増
加

に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
民
生
・

児
童
委
員
の
協
力
を
得
て
安
否

確
認
の
緊
急
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

作
成
し
、
ほ
か
に
は
高
齢
者
等

買
い
物
支
援
事
業
補
助
金
を
新

規
に
予
算
計
上
し
ま
し
た
。

答問
　
　

持
続
可
能
な
村
づ
く
り
に
は

　
　

保
育
園
・
小
中
学
校
の
存

続
が
一
番
の
優
先
項
目
と
考
え

ま
す
。
村
外
か
ら
の
通
学
者
を

増
や
す
た
め
に
特
色
あ
る
教
育
・

魅
力
あ
る
教
育
を
教
職
員
に
投
げ

　
　

令
和
11
年
度
に
施
設
分
離
型
、

　
　

令
和
13
年
度
に
施
設
一
体

型
の
小
中
一
貫
校
の
開
校
を
目

指
し
て
、
令
和
８
年
度
か
ら
準

備
を
進
め
ま
す
。
そ
の
中
で
教

職
員
の
方
々
を
中
心
に
魅
力
・

特
色
あ
る
教
育
・
教
育
課
程
や

学
校
の
運
用
に
つ
い
て
協
議
し
、

よ
り
よ
い
学
校
教
育
を
実
施
出

来
る
よ
う
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

答問
　
　

令
和
７
年
度
の
出
生
数
が
１

　
　

名
と
い
う
状
況
で
、
教
育

環
境
の
充
実
と
は
何
を
指
し
ま

す
か
。

　
　

物
理
的
環
境
・
人
的
環
境
・

　
　

制
度
等
の
３
つ
の
要
素
が

あ
り
、
こ
れ
を
充
実
し
て
い
く

こ
と
で
す
。
出
生
数
は
人
的
環

境
の
大
き
な
要
因
と
な
り
ま
す

が
、
小
中
一
貫
校
を
推
進
し
、

異
学
年
の
子
ど
も
と
関
わ
る
こ

と
で
同
学
年
の
友
人
が
い
な
い

状
態
を
改
善
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

答問
　
　

令
和
７
年
度
財
政
調
整
基
金

　
　

運
用
利
子
と
、
令
和
８
年

度
財
政
調
整
基
金
運
用
取
組
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　

令
和
７
年
度
は
前
年
度
と
比

　
　

較
し
て
１
５
０
万
円
以
上

の
運
用
利
子
増
額
が
あ
り
ま
し

た
。
令
和
８
年
２
月
９
日
に
金

利
は
上
昇
し
ま
し
た
が
、
令
和

８
年
度
も
確
実
か
つ
効
率
的
な

運
用
を
堅
持
し
ま
す
。

答

　
　

表
１
の
通
り
、
他
の
消
防
団

　
　

の
車
両
１
台
に
対
す
る
団
員

数
の
平
均
は
約
15
・
34
人
で
、
東

秩
父
消
防
団
は
他
の
団
の
平
均

人
数
よ
り
約
40
％
少
な
い
人
員

で
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
か

に
東
秩
父
消
防
団
の
団
員
の
負

担
が
大
き
い
か
分
か
る
と
思
い

ま
す
が
、
現
状
を
踏
ま
え
次
の

こ
と
を
伺
い
ま
す
。

　

令
和
８
年
度
東
秩
父
消
防
団

の
基
本
団
員
数
は
80
名
の
見
込

み
と
聞
い
て
い
ま
す
。
平
均
運

用
人
数
約
15
人
で
除
算
し
た
場

合
に
は
、
５
台
程
度
の
車
両
数

が
適
当
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
　

個
人
的
に
は
各
大
字
に
１
台

　
　

の
計
６
台
程
度
、
山
腹
へ

の
防
火
水
槽
の
建
設
は
必
要
性

を
考
慮
し
検
討
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
が
、
消
防
団
や
区
長

の
意
見
を
踏
ま
え
消
防
審
議
会

で
協
議
し
、
防
火
水
槽
の
建
設

及
び
車
両
数
の
縮
減
を
決
定
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答

　

問

団員数の減少により車両数の見直しは必要！

消防団員減少に伴う影響はいかに！消防団員減少に伴う影響はいかに！

消防団の現状と課題等について消防団の現状と課題等について

野口勝則 議員野口勝則 議員

ま
た
、
将
来
的
な
人
口
減
少
を

考
慮
す
れ
ば
、
車
両
配
備
数
を

４
台
ま
で
縮
減
す
る
こ
と
も
視

野
に
入
れ
て
考
え
る
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
本
村
よ

り
も
人
口
密
度
も
高
く
、
人
口

や
世
帯
数
も
多
い
滑
川
町
で
は

４
台
、
嵐
山
町
で
は
５
台
の
配

備
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
地
で

の
建
物
火
災
で
あ
れ
ば
東
秩
父

消
防
団
で
も
４
～
５
台
で
対
応

可
能
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま

た
今
後
は
運
用
車
両
の
縮
減
も

避
け
ら
れ
な
い
状
況
か
ら
、
山

腹
へ
の
防
火
水
槽
の
建
設
や
、

消
火
活
動
時
の
応
援
体
制
の
構

築
を
併
せ
て
行
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
村
の

考
え
は
。

村政の適切な運営を第一に考えていく

村政のここここが

 　聞きたい！

村長

基本団員
の実数

運用されている
消防車両の台数

車両 1台に対
する団員数

 東松山消防団   ８４人 　　　　  ６台 １４.００人

  滑川消防団   ５９人 　　　　  ４台 １４.７５人

  嵐山消防団   ９６人 　　　　  ５台 １９.２０人

  小川消防団 １２４人 　　　　  ８台 １５.５０人

  吉見消防団   ８６人 　　　　  ６台 １４.３３人

ときがわ消防団 １１４人 　　　　  ８台 １４.２５人

 東秩父消防団   ８６人 　　　　  ９台 　９.５６人

表 1　比企広域組合各消防団の現状（令和７年４月１日現在）

※基本団員の実数からは機能別団員を、消防車両台数からは

本部広報車等を除く


